
Ｅ－２Ｃ／Ｄ 機器修理等の契約について

Ｅ－２Ｃ／Ｄの契約に関する情報の提供を受けるためには、
ＴＰＴの申請が必要です。

◎ Ｅ－２Ｃ／Ｄ は日米政府間の契約で取得した米国由来の防衛物品であるため、
防衛省以外の第３者にＥ－２Ｃ／Ｄの情報を開示するには米国政府の許可が必要
（合衆国法典、ＬＯＡ上に規定）

◎ ＴＰＴの制約上、通常の公募要領では実施困難の可能性
→ 米国政府の許可を受けなければ、修理会社等に対してＥ－２Ｃ／Ｄの部品に
係る情報（品名、Ｐ／Ｎ等）の提供ができない。

ＴＰＴの制約

TPT(Third Party Transfer):第３者への情報移譲
FMS（Foreign Military Sales）:米国との有償援助調達
LOA(Letter of Offer and Acceptance):FMS契約書



Ｅ－２Ｃ／Ｄ 機器修理・部品補給契約までの流れ

ＴＰＴ申請書提出
（修理等希望各社→空自補本）

ＴＰＴ申請
（空自補本→空幕→米国務省）

ＴＰＴ承認
（米国務省→空幕）

補給品リスト等の提供

契 約

（補給処等）

E-2C/Dの修理等
に係る情報

（補給処→TPT承認各社）



１ ＴＰＴ申請～承認の流れ

２ 企業側準備事項
(1) 情報保全に関する確約書（レター）

◇ 企業殿のレターヘッドが入った様式を使用
◇ 申請者（サイン）は担当部長クラス
◇ 日付は企業毎に記載（統一不要）

(2) 米側との連絡窓口の指定
◇ 申請者（サイン）の氏名
◇ 申請者（サイン）の役職
◇ 勤務所在地（アドレス）
◇ 電話番号
◇ メールアドレス

３ 確約書（レター）提出先
〒１４４－８５６６東京都北区十条台１－５－７０
航空自衛隊補給本部 航空機部 航空機第１課
早期警戒機班長（代表：０３－３９０８－５１２１ 内線：６２７１）

※提出に先立ち上記にお問合せいただけますと幸いです。

Ｅ－２Ｃ／Ｄ ＴＰＴ申請要領

企業殿 空自補本 空 幕 米国大使館 米国務省

◇確約書（レター）作成 ◇各社提出分取りまとめ
◇企業側POC確認

◇カバーレター作成
◇内容確認

◇カバーレター作成
◇最終確認

◇内容審査、承認
◇承認通知レター発簡



私は、日本国政府への返送のために必要とさ
れる検査、試験、故障分析及び維持整備の目
的で日本国政府から会社に一時的に移転され
る E 2C(E 2D) 航空機部品、技術データ及び情
報の受領予定者であり、会社の正式の代表者
として、ここに会社を代表してアメリカ合衆
国政府に対し、次のことを保証する。
会社は、アメリカ合衆国政府の事前の書面に
よる同意が最初に得られない限り、次のこと
を行わないものとする。
1.いかなる政府当該品の返納を行う日本国政
府を除く、団体、国際機関又は会社の役員、
社員若しくは代理人でない者に対して、販売、
リース、リリース、譲渡、貸与、譲渡若しく
はその他の方法により、当該品又はその構成
品を譲渡すること。
2.日本国政府への返還のために必要な検査、
試験、故障分析及び維持整備以外の目的のた
めに、前記の物品又はその部分品を使用し、
又は使用させること。

Private Entity Assurances（誓約書（会社））
各社殿のレターヘッド申請書例


